
0．はじめに

　本稿は、1931年上海でリヒャルト・ゾルゲ（Richard Sorge）によってリクルートされた、

GRU（ソ連情報総局）で最も大きな役割を果たしたエージェントの一人であるルト・ウェル

ナー（Ruth Werner, 1907‒2000）に焦点を当てることで、1930年代上海で活動したゾルゲを中心

とするインテリジェンス・ネットワークを、冷戦期情報戦の一背景として捉えることを目的とす

る。

　ルト・ウェルナーは、本名はウルズラ・クチンスキー（Ursula Kuczynski）といい、ベルリン

にて、中産階級家庭で生まれ、10代のころから共産主義運動に従事する。

　ウェルナーは、1930年夫ルドルフ・ハンブルガー（Rudolf Hamburger）とともにモスクワを

旅行、ソ連の情報活動のために働くことを説得され中国に移る。1931年、アグネス・スメド

レー（Agnes Smedley）を通してゾルゲに紹介され、上海ではゾルゲグループの一員として活動

する。ゾルゲに Sonyaというコードネームを与えられて以後 GRUでは Sonyaの名前で非合法活

動を行うことになるが、ゾルゲの推薦によって、モスクワで無線電信機、マイクロ写真、暗号技

術の訓練を受け、その後、満州、ポーランド、スイスでスパイ活動を行うことになる。イギリス

では、原爆スパイ、クラウス・フックス（Klaus Fuchs）のケース・オフィサーとして、英米の

原爆計画及びその技術に関する情報をソ連に伝達し、そのインテリジェンス上の功績から、二度

も赤旗勲章（Orders of the Red Banner）を授与される。さらに、当時のMI5長官ロジャー・ホ

リス（Roger Hollis）スパイ説の根拠の一つとして、ホリスはウェルナーとの関係性の有無が疑

われることになるが、MI5のホリスへの調査の結果から明らかになったのは、ホリスの 1930年

代の上海における左翼人脈がゾルゲグループを含むということであった。

　従来のゾルゲ事件研究では、上海におけるゾルゲネットワークの存在が冷戦期にホリススパイ

説の根拠として挙げられたことに関する記述がなかった。

　本稿は、1930年代のゾルゲグループを中心としたインテリジェンス・ネットワークを、冷戦

期情報戦の一背景として把握するにあたって、まず、第一章ではウェルナーのイギリスにおける

諜報活動の功績の概観を記述し、第二章ではウェルナーとホリスの間に何らかのつながりがある

のではないかという疑惑が生じた背景にある、1930年代上海にてホリスの有していた左翼人脈

を、ゾルゲグループとりわけウェルナーとの関わりという観点で記述を行う。その上で、第三章
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では、ウェルナーの 1930年代の上海でゾルゲにリクルートされたことがその後のウェルナーの

インテリジェンス活動の基底となった経緯を記述する。

1．イギリスにおけるルト・ウェルナーの諜報活動について

　ウェルナーの果たした役割として、今日大きく取り上げられることが多いのは、上海でのゾル

ゲグループとしての活動ではなく、原爆スパイとして知られるクラウス・フックスのケース・オ

フィサーとして、英米の核研究に関する進捗情報をソ連が得ることを可能にした点をはじめとす

る、イギリスにおける諜報活動においてである。

　1932年、キール大学在学中にフックスはドイツ共産党に入党し、共産主義学生グループの指

導者となり、ヒトラーが政権を獲得した後、1933年にイギリスに亡命、イギリスにあるドイツ

共産党の地下組織に参加し、主として党の宣伝に関わる活動などを行う。

　フックスは、ブリストル大学、エディンバラ大学にて物理学の学位を取得するが、ブリストル

大学では、ソビエト文化交流会というフロント組織の会合に参加するなど、共産主義への信奉を

強く抱いていた。

　1940年 5月のフランス敗北に伴い、イギリス当局によって敵国民の疑いで拘束されるも、安

全保障上の脅威がないとして、1942年、フックスはイギリス国籍を申請し、認められる。1941

年 5月、同じくドイツからの亡命者であった物理学者であり、イギリスの原爆計画における重要

人物であったルドルフ・パイエルス（Rudolf Peiels）の採用により、フックスは原子爆弾の設計

と製造という極秘計画チューブ・アロイ・プロジェクトに参加することとなる。フックスは、

チューブ・アロイ計画の重要性を認識し、ウェルナーの兄、ユルゲン・クチンスキー（Jurgen 

Kuczynski）に接触する。

　ウェルナーの兄、ユルゲンは当時、ドイツから亡命しイギリスで亡命していたドイツ共産党活

動家の指導者として活動していた。フックスは、ユルゲンにソ連との連絡を依頼し、ユルゲンは

フックスの意向をソ連に伝える 1）。2009年に公開された元 KGB対外諜報官アレクサンドル・

ヴァシリエフ（Alexander Vassiliev）がソ連崩壊直後に国外に持ち出した KGB文書館の筆写資

料である「ヴァシリエフ文書」には次のように書かれており、ウェルナーと兄のユルゲンの果た

した役割が明記されている。

ユルゲン・クチンスキー（イギリスにおける我々の非合法基地の指揮を行っている ‘Sonya’

の兄）の手筈で、F（クラウス・フックス）は 1941年秋イギリスにて、我々の工作員であ

る大使館付陸軍武官書記 Cde. Kremer（クレメル）によってリクルートされた。ユルゲン・

クチンスキーは当時ロンドンに住んでおり、イギリスのドイツ共産党の古参職員である。ク

レメルはユルゲンを公式のコネクションで知っていた。Fはイデオロギー的信念に基づいて

活動に同意し、報酬は受け取らなかった。我々のために活動している間、Fは、ウラン分裂
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の理論的計算や原子爆弾を含むたくさんの貴重な資料を提供した。

　1942年 7月、クレメルがソ連に出発したため、Fとのつながりが一時的に途絶えてしまう。

1942年 10月 22日、‘Sonya’ が我々にした報告によると、彼女の兄ユルゲン・クチンスキー

の話では 1942年 7月 Fという名の物理学者は、Johnsonと名乗るソビエト大使館の陸軍部

局の代表と連絡が途絶えたとのことである。また ‘Sonya’ の報告によれば、ユルゲン・クチ

ンスキーの提案で Sonyaは既に Fとのコンタクトを確立して、Fから資料を受け取ってい

るとのことであり、Sonyaは継続して Fとのコンタクトを維持し、資料を受け取るべきか否

かの指示を仰いでいる。我々の指示のもと、Sonyaは Fとのコンタクトを維持… 2）

上記のヴァシリエフ文書（ウェルナーはコードネーム Sonyaとして表記されている）からわか

るように、ソ連がフックスから原爆に関する資料を得る上で、ウェルナーは大きな役割を果たし

ていた 3）。

　イギリス側はウェルナーとフックスの諜報活動をどの時点で把握していたのだろうか。インテ

リジェンス研究の大家、クリストファー・アンドリュー（Christopher Andrew）によれば、ウェ

ルナーがフックスのケース・オフィサーであることをイギリス情報部が把握したのは、KGBの

記録担当者であったヴァシリー・ミトローヒン（Vasili Mitrokhin）が 1992年にイギリスに亡命

し、KGBに関する膨大な複写文書（いわゆる「ミトローヒン文書」）によってであるとしてい

る 4）。しかし、ウェルナーがイギリス情報部に気づかれることなく、兄のユルゲンや、上述のク

レメルと協力してフックスをエージェントとして獲得し、ソ連に情報提供を行うことが可能で

あったことに対しては、いくつか疑問点が指摘されている。

　上述のクレメル（Kremer）とは、シモン・ダヴィドヴィッチ・クレメル（Simon Davidovich 

Kremer）を指し、1937年初から大使館付陸軍武官としてロンドンのソビエト大使館にいた人物

であるが、クレメルに対しては 1940年に既に GRUのスパイであるという情報をウォルター・

クリヴィッキー（Walter Krivitsky）がMI5に提供していた。

　ウォルター・クリヴィッキーは、1938年までヨーロッパを担当する GRUのハーグ特務機関長

として活動し、スターリン粛清が自身にも及ぶことを恐れ、1937年にフランス、翌年の 1938年

にアメリカに亡命、回想録を刊行しスターリン粛清の内実を暴露して国際的な反響を呼び、1941

年でワシントンにて謎の死を遂げた人物である 5）。

　クリヴィッキーは 1940年 1月 19日にMI5の要請によりロンドンに到着し、MI5に対し、自

身の亡命理由として、自身がスターリン粛清の対象となっていることを説明するが、MI5によ

る 3週間以上に及ぶ訊問の中で、ソ連がイギリスの中に複数の情報源を有していることを明らか

にし、上述のクレメルを GRUの監督者として活動しているとして警告を行った。この時、クリ

ヴィッキーはMI5の提示する写真ではっきりとクレメルが赤軍第四本部のスパイであることを

話しており、MI5は既にクレメルがスパイ活動を行っている人物であることを認識していた 6）。
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クレメルによるフックスのリクルートが成功したことを考えると、クレメルに対する監視をはじ

めとして何らかの対応がとられていたと考えることは難しく、仮に政治的な配慮があったとして

も、この段階では、1941年のヒトラーによるソ連侵攻はまだ生じておらず、説明がつかない。

　加えて、ウェルナーは 1950年にフックスが逮捕された後、東ドイツに戻るが、それまでの間

にイギリス当局がウェルナーのスパイ活動に関して把握していなかったことに対しても疑問が指

摘されている。

　ウェルナーの最初の夫であるルドルフ・ハンブルガー（Rudolph Hamburger）は、1930年代

ウェルナーとともに上海に渡り、ゾルゲグループに加わった人物である。GRUはウェルナーに、

イギリスでの諜報活動を行えるよう、イギリス国籍を取得させるため、1939年 10月にルドルフ

とウェルナーに離婚を指示し、1940年 2月 23日レオン・ブールトン（Leon Beurton）と結婚さ

せている 7）。その後、ルドルフは 1943年 4月イランにてスパイ活動を行っていた間、アメリカ

に逮捕されるが、その際ルドルフはアメリカに自分がソ連のために活動しているエージェントで

あることを認めている。このため、アメリカはイギリス当局にルドルフの身柄を引き渡し更なる

尋問を求め、MI5に対しルドルフとウェルナーの関係を調べ直すよう報告している 8）。また、

1944年 7月 24日にはイランで逮捕されたルドルフに関する件で、アメリカ大使館員が、ルドル

フの前の妻であるウェルナーとその子供について詳細を求める手紙を送っている。その手紙に対

するイギリス側の返答としては、1944年 8月 10日に返信を送り、兄のユルゲンを重要な共産主

義者としているものの、ウェルナーについては、子供たちを育てることに献身的で、共産主義へ

のシンパシーは抱いてはいても、前の夫のルドルフとは全く接触を維持していないというもので

あった。これに対し、FBIはウェルナーが前の夫ルドルフと遅くとも 1942年 12月までは接触を

有しているとホリスに対して反論しており、1946年 8月 25日にはアメリカ大使館の情報担当員

がルドルフに関する件でウェルナーに対し聞き込みを行ってほしいとの要請を行うも、ホリスは

その必要性はないとして拒否している 9）。

2．ロジャー・ホリスの 1930年代上海における左翼人脈

　ゾルゲ事件に関しては、戦後どのような影響を及ぼしたかについては、アメリカと日本の場合

に言及されることが多い。

　しかし、実際にはゾルゲ事件が戦後に及ぼした影響という意味において、前述で見たようにソ

連に原爆の技術に関する一連の情報を提供したことを含め、おそらく最も混乱の影響を受けた国

がイギリスであった。本章では、ゾルゲ事件がイギリス情報部内に大きな影響を与えた経緯につ

いて記述する。なお、前述のように、混乱の背景にあったのは、ホリスの上海におけるゾルゲグ

ループにつながる左翼人脈であり、こうした左翼人脈がウェルナーやゾルゲグループとの深い関

連性を持っていたことを主張するため、人物説明を脚注ではなく本文で記述する。

　警察庁長官や中曽根内閣の官房長官を歴任した、後藤田正晴は、1965年 5月警察庁次長となり、
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情報関係の外遊を行う。同年 9月に 3週間ほどイギリスに滞在することになるが、その時の経緯

について、後藤田は回想録の中で、次のように記述している。

本部でね。MI5とMI6です。片方が防諜で片方が諜報ですね。当時、行く前にイギリスか

ら注文がありました。それは、日本のゾルゲ事件の資料を下さいという。（中略）そして、

何でいま時こんなことをやるの、と言ったんだ。これは第二次大戦のさなかの話ではないで

すか、と。いやまだ残ってる、というんだ。どこに残っているの、と言ったら、上海だと

いったね。根が残っているんですよ。その追求を我々はしているんですよと言ったな 10）。

1930年代上海におけるゾルゲを中心としたインテリジェンス活動は戦後のイギリスにとって、

どのような影響を及ぼしたのだろうか、何故戦後にイギリスは上海におけるゾルゲグループの調

査を行う必要性があったのだろうか。それは、戦間期から戦後にかけてイギリスの外務省や情報

機関といった国家中枢に浸透したソ連スパイ網、いわゆるケンブリッジ・ファイブの摘発という

文脈の中で調査が行われた可能性が高い 11）。

　戦後のイギリスによってゾルゲ事件がイギリスにおけるソ連スパイ摘発の文脈の延長線上で扱

われたことを示しているのが、MI5でソ連側スパイを摘発する最高責任者の一人であったピー

ター・ライト（Peter Wright）の回想録である 12）。当時、グゼンコ事件 13） を契機としてイギリス

情報部内部にソ連のスパイがいることが疑われていたが、ライトはグゼンコ事件で得られた供述

の中のイギリス情報部内のソ連スパイ Elliを、当時のMI5長官ロジャー・ホリスであると疑い、

調査の延長で、ホリスがスパイであるという証拠を探し出すため、1920年代から 30年代にかけ

てのホリスの交友関係についても調査を行う。その交友関係にコミンテルンにつながる人物が存

在することに疑念を抱いた結果 14）、ホリスの交友関係に関するライトの疑念は、1930年代上海

にまで及ぶこととなる。

　MI5長官となるロジャー・ホリスは、オックスフォード大学在籍時、学位を取得できず退学し、

1927年中国に赴き、ジャーナリストとしての活動を開始する。翌年、BAT（ブリティシュ・ア

メリカン・タバコ・カンパニー） 15） の広告部門に就職。1930年には北京に転勤するも、その後も

頻繁に北京から上海を訪れる。1936年に病気が理由で中国での仕事を止め、イギリスに帰国し、

MI5に就職、1956年にはMI5長官の地位にまで上り詰めることになる人物である。

　ライトの回想録から確認できることであるが、ライトによって、1930年代上海時代のホリス

の交友関係について調査が行われ、その交友関係はウェルナーを含むゾルゲグループと密接な関

係を有する者であった。そのために、ライトは、ウェルナーとホリスには何らかの関係があるの

ではないかという疑念を抱いたことが窺える 16）。

　ライトの調査により、ホリスが上海時代に親しく交際していた人物として、アグネス・スメド

レー、アーサー・エヴァート（Arthur Ewert）の二人が明らかとなった 17）。また、この他に、ラ
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イトが調査していた時期には分からなかったことではあるものの、上海時代の左翼人脈として、

リウィ・アレイ（Rewi Alley）の名前も指摘されている 18）。

　以下では、上記三人の人物が持つ上海におけるゾルゲグループとの関わりを中心に、記述する。

アグネス・スメドレー（Agnes Smedley）

　アグネス・スメドレーは、表向きフランクフルター・ツァイトゥング紙（Frankfruter 

Zeitung）のジャーナリストとして上海では活動していたが、コミンテルン及び GRUのために働

く実質的なスパイとして活動し、上海におけるゾルゲグループの形成に極めて重要な役割を果た

した。ウェルナーがゾルゲグループの一員になるきっかけを作ったのもスメドレーである。ウェ

ルナーは中国に来る前のベルリン時代にすでに、1929年に出版されたスメドレーの著作「大地

の娘」（Daughter of Earth）を読み、スメドレーに心酔。ウェルナーは中国に渡った後、すぐに

スメドレーとの接触を試みる。スメドレーに接触した際、ソ連のために何か活動したいという希

望を打ち明け、ウェルナーはスメドレーによってゾルゲに紹介され、ゾルゲグループの一員とな

る。スメドレーはウェルナーの他にも、陳翰笙や張文秋 19） などの中国人や、後に東京における

ゾルゲグループで中心的役割を果たすことになる朝日新聞記者の尾崎秀実をゾルゲに紹介して、

ゾルゲグループに加わらせるなど、ゾルゲグループの拡大に最も大きく貢献した人物である。

ウェルナーにとっても、スメドレーは唯一無二の親友として回想録では描かれており、ウェル

ナーはスメドレーを通じ、陳翰笙、宋慶齢、尾崎秀実、魯迅らと交友を深めている。ウェルナー

とスメドレーは、ヌーラン事件を巡って友人関係に亀裂が入ることにはなるが、ウェルナーは無

線連絡や無線電機の設置のための訓練を受けるために派遣されたモスクワ先でも、スメドレーと

再会し、毎朝スメドレー、ボロジンと朝食をとったり、スメドレーの代わりに、MORP

（International Red Aid，国際革命運動犠牲者救援会）の印刷機関のための記事を書くなど、極め

て親密な関係を有していた 20）。

アーサー・エヴァート（Arthur Ewert）

　アーサー・エヴァートは、ドイツ人共産主義者で、ドイツ共産党員である。1923年には、第 3

回共産主義インターナショナル執行委員会（ECCI）にドイツ代表として出席。汎太平洋労働書

記局（PPTUS）の古参活動家としても活動しており 21）、1932年から 34年にかけて、中国共産党

へのコミンテルン代表として中国へ派遣されていた 22）。この時期のエヴァートの役割については、

中国共産党内で生じた毛沢東排除の動きに対し、毛沢東を中国共産党内で影響力を保てるように

するものだったという指摘がなされており、周恩来の提案によって即座に毛沢東に「病気休暇」

を与えられることになる寧都会議の際には、毛沢東が紅軍のポストから解任されたことに対し、

モスクワに電報を打ったと言われている 23）。

　その後、モスクワに呼び戻されたのち、アメリカ、ブラジルへと派遣され、ブラジルの左翼

クーデターの準備にとりかかるも、クーデター計画は失敗に終わり、逮捕されるに至った。
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　1966年MI5のライトはホリスに対して尋問を行った際、上海でホリスと住居をともにしてい

た当時イギリス陸軍将校であったアンソニー・ステーブルス（Anthony Stables）を訪れ、ホリ

スについて話を聞いている。ステーブルスは 1930年代北京でホリスとは少なくとも一年以上ア

パートの部屋をともにしたことを認めたうえで、当時、スメドレーなどの左翼たちとの交流を有

していたことを憶えており、以下のようにエヴァートとホリスとの交友関係にも言及している。

エヴァートは何度かステーブルスとホリスのアパートの部屋を訪れたが、「国際的社会主義者」

であるエヴァートとホリスの関係はステーブルスにとって理解に苦しむものであった。というの

も、上記のスメドレー、アレイの場合、表向きは、ジャーナリストであったり、作家であったた

めに、当時のホリスのジャーナリストとしての交友関係の範囲として説明がつくかもしれないが、

エヴァートの場合は、ドイツ共産党でも ECCIにおいても既に重要な役割を果たしていた人物で

あったことを考えると、上海でジャーナリストとして活動し、BATで広告部門の仕事について

いたホリスがエヴァートと複数回会う必要性について疑問が生じるからである 24）。

　さらに、ウェルナーとの関係性で言えば、ウェルナーの回想録中に、ウェルナーは中国でエ

ヴァート夫妻と親しい関係にあり、ゾルゲの許可を得た上で、ウェルナーはスメドレー、エ

ヴァート夫妻の 3人で、小旅行を行ったという記述が見られ 25）、ウェルナーとの交流はもちろん、

ゾルゲ自身もエヴァートが上海で別個の任務を受けて派遣されていたことを知っていたことが窺

える。

レウィ・アレイ（Rewi Alley）

　リウィ・アレイは、ニュージーランド人の活動家であり、ゾルゲグループのメンバーの中では、

スメドレー、陳翰笙とともに地下活動の協力を行っていた。電信設備を有するボランティアの情

報組織としての性格を持ったコミンテルン中国班に所属していたと言われている 26）。アレイの活

動はスメドレーやゾルゲグループの地下活動を側面から補助する性質を有していた。具体的には、

アレイは中国語を話すことができたためスメドレーのために翻訳を行う他、国民党から逃げてき

た兵士に対して自宅を隠れ場所として提供することであったが、アレイがスメドレーにとって非

常に有用であったのは、アレイの持つ社会的地位によるところが大きい。というのも、当時、ア

レイは、上海市自治政府のために、上海市の外国人支配下にあるすべての労働条件を調査する仕

事を行うなど、上海工部局の仕事に従事していたため、上海市の公用車に逃れてきた兵士を乗せ

警察の検問所を無事に通過させることが可能だったからである 27）。スメドレーとともに協力して

かくまった代表例に、劉鼎 28）、陳翰笙がおり、他にも鹿地亘の香港への脱出を計画し実行してい

る 29）。ここではウェルナーとも親しかったゾルゲグループの構成員の一人である陳翰笙とアレイ、

スメドレーの協力関係について主に記述を行う。

　陳翰笙はポモナ大学、シカゴ大学、ハーバード大学、ベルリン大学の各大学の学位を取得して

いた歴史・経済学者で、上海では、国民政府の中央研究院社会科学研究所の副所長をしていた人

物であるが、地下活動という側面では、北京大学の教授であった 1926年に、コミンテルンに
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エージェントとしてリクルートされる 30）。宋慶齢の手筈により、スメドレーの補佐役として、ス

メドレーが中国の政治、社会経済的状況の把握するのを手伝っている。スメドレー自身、中国国

内の日本企業の繊維工場による搾取の調査は陳翰笙のサポートによるところが大きいと述べてい

る 31）。さらに、スメドレーは陳翰笙をゾルゲに紹介し、陳翰笙がゾルゲグループに加わる契機を

作った。ゾルゲグループが中国人協力者を必要としていたのには、ゾルゲの所属する GRUが共

産党との接触を禁止していたことが背景にあった。この点、陳翰笙は中国の革命運動に共感を有

していたことは知られてはいても、まだ中国共産党員でなかったという事実は、中国共産党との

直接なつながりを持たない中国人協力者を求めるゾルゲにとって好都合であったと考えられる。

また、陳翰笙が流暢に英語を使うことができる中国人であったことも大きい 32）。

　ゾルゲグループに加わった後、陳翰笙は 1934年来日し、「東洋文庫」で研究に従事する一方で、

ゾルゲの支持を受け、尾崎秀実と連携して対日工作従事する 33） が、1935年に陳翰笙に危機が訪

れ、その際に陳翰笙の身を救ったのがアレイであった。

　1935年アメリカ共産党員でありコミンテルンのエージェントでもあるユージン・デニス

（Eugene Dennis）が上海租界警察によって逮捕される事態が生じる。当時、上海においてデニ

スはコミンテルン極東局（FEB）、ソ連秘密警察、軍事情報活動の面でも極めて重要な役割を引

き受けており、コミンテルンの地下活動の責任者の地位にあった。このため、デニスの逮捕に

よって、中国共産党中央委員会の約 10人のメンバーだけでなく、複数人の外国人共産主義者が

一斉検挙されるに至り、ユージン・デニスの逮捕によって中国から大量のコミンテルン代表が引

き上げることになる。

　デニスの逮捕の影響は上海にとどまらず、東京にも及ぶ。というのも、デニスの逮捕時、ゾル

ゲや尾崎とともに工作活動に従事していた陳翰笙は東京で、デニスに会うこととなっていた。し

かし、デニスが現れなかったことで、自身の身に危険が及ぶかもしれないと考えた陳翰笙は再び

上海に戻り、スメドレーと接触する。この時、陳翰笙をかくまったのが、スメドレーとアレイで

あった。

　当時、デニスの逮捕の影響がスメドレーにも及ぶことを恐れたアメリカ共産党書記長アール・

ブラウダー（Earl Browder）は、スメドレーに対しアメリカに戻るようにとの提案を行っていた

が、この提案を拒否したスメドレーはまだ上海に残っていた。

　スメドレーはアレイと協力して陳翰笙をかくまった後、ソ連領事館と調整を行い、陳翰笙に金

持ちの上海人のような身なりをさせて、黄浦区の港にとまっているソ連の船までアレイに送り届

けてもらい、陳翰笙は 1935年モスクワに到着する 34）。

　1936年、太平洋問題調査会（IPR）の機関誌「パシフィック・アフェアーズ」（Pacafic 

Affairs）の編集長であったオーウェン・ラティモア（Owen Lattimore）が IPRの加盟国であった

ソ連に助手を派遣するよう要請したため、ソ連はラティモアに陳翰笙を推薦し、アメリカに派遣

した。陳翰笙はニューヨークに渡り、当時モスクワに滞在中の康生の指揮の下、1936年から 39

年までラティモアの助手を務め、再び康生の指示で香港に活動を移す。滞米中は太平洋問題調査
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会（IPR）の研究員であることと「パシフィック・アフェアーズ」の編集者であることを隠れ蓑

にし、中国共産党のエージェントとして活動し、アメリカ共産党との連絡に従事する 35）。

　ウェルナーとの交流に関して言えば、陳翰笙が文化大革命で失脚した後、ウェルナーはジャー

ナリストのイスラエル・エプシュタイン（Israel Epstein） 36） を通じ再会を果たすなど、上海時代

にとどまらず戦後も交流を有していた 37）。

　アレイ及びスメドレーの果たした役割は、劉鼎、陳翰笙二人のその後の諜報活動を可能にした

という意味において、非常に大きく、単にゾルゲグループとしての活動を大きく超える影響を及

ぼした。

　こうした交友関係があったという事実それ自体が、スパイであることの根拠の一つとして挙げ

られることは、当時の上海で行われていた地下活動ネットワークの性質を考えると無理のないこ

とであった。地下活動ネットワークの維持と拡大を担ったのは、人と人の接触そのものであった。

新たな構成員の拡大、他のエージェントや機関への連絡、情報機関からの機密文書の受け渡し、

といったネットワークの維持と拡大は人と人との接触によって行われていた。スメドレーのみな

らず、ウェルナー、尾崎秀実といったゾルゲグループの多くの構成員が、自身を通して新たなグ

ループの構成員を獲得するなど、グループの連絡網の拡大とその維持に寄与していたことはその

証左である。そのために、ホリスが当時の上海で地下活動のネットワークの維持・拡大に大きな

役割を果たしていたスメドレーやコミンテルンの使者として中国共産党に派遣されたエヴァート

といった人物と親しい交友関係があったという事実それ自体が十分な疑惑の材料として扱われる

ことになったのである。

　また、自国の情報機関のトップにソ連のスパイがいるという猜疑心そのものが、冷戦の産物と

もいえるだろう。

　その意味において、ホリスに対する調査で浮かび上がった上海時代の交友関係は、直接的にも

間接的にも、ウェルナーのみならずゾルゲグループとの強いつながりを含むものであったことか

ら、1930年代におけるゾルゲグループのネットワークの存在そのものが、戦後イギリスの情報

機関内の混乱の原因となり、また、冷戦といった時代背景と密接な関係を有していた。

3．スパイ Sonyaの生みの親としてのゾルゲ

　ゾルゲグループにおけるルト・ウェルナーの活動としては、ゾルゲに対し、自宅を情報提供者

や協力者との会合場所として提供、連絡係としての役割、機密文書のコピー、夫ルドルフ・ハン

ブルガーの友人 38） をゾルゲグループにリクルートするといった活動や、左翼作家連盟への寄稿

などであるが、こうした活動そのものは、同時期におけるスメドレーや尾崎秀実といったゾルゲ

グループの構成員と比べると、重要性は低い。しかし、その後の、とりわけイギリスにおける

ウェルナーの諜報活動の成果は、ゾルゲによってグループの構成員としてリクルートされたこと

なしには決して達成されなかったものであった。その意味において、ウェルナーとゾルゲの
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1930年代上海での出会いは決定的に重要である。

　前述のように、1930年 7月にドイツを発ち、モスクワを訪問した後、シベリア鉄道経由で極

東方面に向かう。大連を経て上海に到着したウェルナーはスメドレーと接触し、ゾルゲに紹介さ

れて、ゾルゲグループに加わることになるが、ウェルナーのその後の諜報活動の土台は、そもそ

ものゾルゲが上海に派遣された背景と、彼に課せられていた任務と不可分な結びつきを持つ。

　当時、上海に派遣されたゾルゲに課せられた役割は、主に、蒋介石の南京政府の政策及び軍事

力に関する報告、南京政府と対立している様々な団体や集団に関する報告、GRUの中国におけ

る連絡網の再建である 39）。これらの任務の背景にあったのは、1927年の蒋介石による上海クー

デターであった。上海クーデターの後、広東、上海では中国共産党及び労働組合の指導者が大量

に殺害されたため、GRUは中国紅軍と共産党の支配する内陸部との連絡手段を持ち合わせてい

なかったのである。

　こうした状況を背景に、モスクワと上海間の無線連絡のためにロシアからアレックス・ボロ

ヴィッチ（Alex Borovitch） 40）、ゾルゲ、ゼッペル・ワインガルテン（Seppel Weingarten）が上海

に派遣されることとなった 41）。後に、東京におけるゾルゲグループの重要な一員であるマック

ス・クラウゼン（Max Clausen）は GRUの技術部門ではワインガルテンの同僚で、ワインガル

テンを通してゾルゲグループに加わり、ゾルゲたちが上海に到着する前の段階の 1928年秋ごろ

に中国に派遣され、1930年 11月にゾルゲたちと合流するまでに既に、上海－ウラジオストック

間の通信を確立し、ハルビンで活動する赤軍のエージェントのための無線装置を設置していた。

このように、しばしばゾルゲ事件を考える際に忘れられがちなことであるが、ゾルゲに課せられ

ていた当初の任務は、対日工作ではなく、中国とモスクワとの無線連絡及び南京政府の動向の調

査といった中国共産党を巡る事柄であった。そして、この無線連絡の確立というゾルゲに課せら

れた任務そのものがウェルナーのイギリスにおける諜報活動にとって密接な関連性を持つことに

なったのである。というのも、ウェルナーが無線連絡や旅券偽造などを含む諜報訓練を受けるこ

とができたのは、ゾルゲのモスクワへの推薦があったからに他ならない。このいきさつについて、

ウェルナーは自身の回想録の中で次のように述べている。

　リヒャルトは、ソ連に戻った際、我々が「センター」と呼ぶ赤軍情報部に私のことについ

て詳細に報告したに違いありません。ともかくも、ポール（Paul）とグリシャ（Grisha）は

私に将来のことについて話しかけてきたのです。彼らは私に、少なくとも 6か月間以上モス

クワで訓練を受ける用意があるかどうかを尋ねてきました 42）。

回想録中の Paul及び Grishaとは、1932年にモスクワから派遣されたゾルゲの上海でのグルー

プ構成員であり、回想録中には Grishaはポーランド人で、写真屋を隠れ蓑に活動していた人物

として描かれているように、主に暗号と写真の仕事を引き受け、モスクワに送る必要性のある文

書の写真などをゾルゲに渡していた 43）。Paulは本名をカール・リムといい、赤軍大佐の地位を
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持った地位で、中国共産党との連絡を引き継ぎ、ゾルゲが上海を去った後の後任の人物である 44）。

ゾルゲの推薦によってウェルナーが派遣された施設は、OMS（国際連絡部） 45） がモスクワ近郊で

秘密裏に運営する特殊学校であり、この特殊学校は第 8国際スポーツ基地（Eighth International 

Sports Base）という名を隠れ蓑に、当時ヨシフ・ピアトニツキー（Iosef Piatnitsky）の補佐役を

務めていたヤコブ・ミロフ・アブラーモフ（Jakob Mirov-Abramov）が運営していた。ドイツ共

産党ヴィリ・ミュンツェンベルグ（Willi Muenzenberg）の妻、バベッテ・グロス（Babette 

Gross）によると、建物は二重のフェンスによって囲まれ、昼夜を問わずパトロールが行われる

ほどの厳重警戒が行われていたという。さらに、訓練設備としてはどの教室にも、モールス信号

の訓練のための機器が備え付けられており、全世界の共産党の指導者から候補が選ばれ、アブ

ラーモフ自身が面接、選定を行っていたとされる 46）。おそらく、ウェルナーの推薦はゾルゲが行

いピアトニツキーを通して行われたものであろう。さらに、この訓練施設でウェルナーを指導し

た一人が、前述のゾルゲと一緒に上海に派遣されたワインガルテンであった。ウェルナーの回想

録には、ウェルナーの指導教官の補佐役がワインガルテンであったという記述が見られる 47）。

ウェルナーはこの訓練施設で無線技士として無線連絡の訓練やモールス信号などによる連絡方法

を含む様々な諜報活動上の訓練を受け、この訓練がイギリスにおける諜報活動の成果の基底に

あったことは間違いない。その意味で、ウェルナーのゾルゲグループへの加入は決定的な意味を

有していた。

4．む す び

　戦後、アメリカはゾルゲ事件を、ソ連による非共産党員を用いた政府部門への浸透の好例とし

て取り上げられるなど、東西冷戦の幕開けとともに、ゾルゲ事件そのものを国際宣伝の一環とし

て用いていた。本稿では、従来取り上げられてこなかった、ゾルゲ事件がイギリスに与えた影響

（もしくは混乱）という側面から、ゾルゲグループの構成員の一人であるルト・ウェルナーを取

り上げた。

　今回はテーマからそれるために言及を避けたが、ルト・ウェルナーの回想録は、それ自体が上

海におけるゾルゲグループのネットワークの範囲について多くの示唆を与えるものである。たと

えば、ウェルナーとスメドレーを通じて知り合った魯迅、宋慶齢との交友関係がそうであり、

ウェルナーは魯迅がケーテ・コルヴィッツの本の出版を手伝ったり 48）、左翼作家連盟への寄稿を

行ったり 49） など、魯迅とゾルゲグループとの関わりという面では、非常に興味深い。また、

ウェルナーはスメドレーと一緒に宋慶齢を訪問し、ウェルナー一人でも宋慶齢を訪れるなど、

ウェルナーと宋慶齢の交友関係も深かった 50）。ヌーラン事件 51） の際、ヌーラン夫妻釈放の見返り

として息子・蒋経国を帰国させるという提案を蒋介石に拒否された宋慶齢はゾルゲに会い、選り

すぐりの共産党員 100名を南京に送るよう要求している 52）。ウェルナーの回想録の中で描かれて

いるゾルゲグループと非ゾルゲグループの親しい交友関係はそれ自体が何らかの意味合いを有し
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ていたのかもしれない。

　本稿では、冷戦期にイギリスに与えた情報戦における影響・混乱という側面から記述を行った。

第 1章ではウェルナーの諜報活動上の成果の概略を記述したが、その基底にあったのは、第 3章

でみたようにゾルゲとの出会いであった。また、第 2章では、ホリスがウェルナーと何らかのつ

ながりを有していたことが疑われ、その疑惑の根拠にホリスの上海時代の交友関係が取り上げら

れたことを記述した。このように、ゾルゲ事件は単に東京で始まり東京で終わった第二次世界大

戦期におけるスパイ事件ではなく、ウェルナーによるイギリスの原爆計画のモスクワへの情報提

供や、ホリススパイ説といった冷戦期イギリス情報機関内に生じた混乱の一背景でもあった。
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